
 平成 17年 12月末現在の ●人口 13,856人 （前月比 ＋ 2人） 男  6,945人 （－ 3人） 
●世帯数 3,839世帯  前月比（－ 8世帯） 人口の動き  （前年比 － 11人） 女  6,911人 （＋ 5人）
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▲ 神田強化部長（左）、鈴木新監督（中）、永田選手（右）

中
野　

洋
司　

選
手

（
筑
波
大
学
）

▲ 町長へユニフォームと
　 サインボールをプレゼント

▲ 歓迎の花束を受ける
　 アルビレックス新潟の皆さん

中
原　

貴
之　

選
手

（
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
）

矢
野　

貴
章　

選
手

（
柏
レ
イ
ソ
ル
）

永
田　
　

充　

選
手

（
柏
レ
イ
ソ
ル
）

選手紹介（　）内は前所属チーム又は出身校

アルビレックス新潟
鈴木　淳 新監督来庁！！

　1 月 25 日（水）アルビレックス新潟の鈴木新監督、神田強化部長と新加入の永田選手、

矢野選手、中原選手、中野選手が聖籠町を表敬訪問されました。鈴木監督は、あいさつ

で「１月 22 日からチームも始動しました。現在は、聖籠町にある多目的屋内運動場を

利用させていただいて大変助かっています。新潟のみなさんに感動を与えられるようが

んばってまいりますので、よろしくお願いします。」と力強く語ってくださいました。

　鈴木監督、そして選手のみなさん、今年も闘志あふれるプレーで新潟を盛りあげてく

ださい。新生アルビレックスの活躍を応援しています！
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月・日・曜日 時間 対　象　集　落

2.16（木）
2.17（金）

午　前
全集落農業所得青色・収支計算申告者

午　後

2.20（月）
午　前 四ツ屋・道賀新田・上大谷内
午　後 真野

2.21（火）
午　前 丸潟・桃山
午　後 山倉・苔沼・中の橋

2.22（水）
午　前 本諏訪山・山諏訪山
午　後 本大夫・山大夫

2.23（木）
午　前 山大夫・本三賀・山三賀
午　後 尾沢ケ丘・外畑・稲の平・ひばりが丘

2.24（金）
午　前

二本松・聖中ケ丘
午　後

2.27（月）
午　前 二本松・聖中ケ丘
午　後 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘

2.28（火）
午　前 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘
午　後 蓮野

3 . 1（水）
午　前

正庵・藤寄
午　後

3 . 2（木）
午　前 藤寄・大夫興野
午　後 甚兵衛橋・別條

3 . 3（金）
午　前

蓮潟
午　後

3 . 6（月）
午　前

蓮潟・蓮潟新田
午　後

3 . 7（火）
午　前

網代浜
午　後

3 . 8（水）
午　前

網代浜・亀塚
午　後

3 . 9（木）
午　前

亀塚
午　後

3.10（金）
午　前

次第浜
午　後

3.13（月）
午　前

次第浜
午　後

3.14（火）
～ 15（水） 午前・午後 上記に申告できない方

●申告・相談受付は

2月16日（木）

　　　

3月15日（水）

（贈与税は2 月１日（水）～）

�

税

の

申

告
●
所
得
税
確
定
申
告

●
住 

民 

税 

申 

告　

の
ご
案
内

●
消 

費 

税 

申 

告

　

本
年
の
所
得
税
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
消
費
税
申
告
は
税
務
署
で
３
月
31
日
ま
で
）
平
成
17
年
中
に
所
得
が

あ
っ
た
方
は
、
期
間
内
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
給
与
所
得
の
み
で

年
末
調
整
の
済
ん
だ
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

ま
た
申
告
相
談
は
、
税
務
署
、
町
役
場
で
行
い
ま
す
が
、
各
税
理
士
事

務
所
（
有
料
）
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 
新
発
田
税
務
署
及
び
町
役
場
で
は
土
曜
、
日
曜
日
に
申
告
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。

申告書は、
自分で書いてお早めに

　申告にあたっては、収入･支出

の項目ごとの合計額は、各自で

計算して記入ください。（医療費、

収支計算内訳書、社会保険料など）

次の方は税務署で申告を

税務署の申告会場は
新発田市
カルチャ－センタ－です

　自営業者（農業を除く）並び

に、株の取引や先物取引及び、

住宅借入金等特別控除（初年度）

還付申告の方は税務署（新発田

市カルチャーセンター）で申告

をしてください。受付時間午前

9時～午後 3時 30分（正午～午

後 1時までを除く）

確定申告に関する
お問い合わせは

●新発田税務署　　　　　　

　☎２２̶３１６１（代　表）

　☎２２̶３１６２（所得税）

　☎２２̶３１６４（資産税）

　☎２２̶３１７０（法人税）

●聖籠町税務課

　☎２７̶１９５６（直　通）

　町役場申告会場での混雑等を緩和するために、各集落毎の

日程を下記のとおり設定しました。

　なお、この日程で都合のつかない方は、各申告期間中いつ

でも申告ができますので必ず期間内に申告してください。

聖籠町役場での申告は、
3 階第 3 会議室です

受付時間は、
午前8時30分 ～12時00分
午後1時00分 ～ 5時00分
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聖籠産大豆と麹で作られている「はまなす味噌」

聖籠町保健福祉課（保健福祉センター内）管理栄養士 ・保健師　 ☎ 27 － 6511

子どもを取りまく食問題  ー生きる力を育む食育ー

講 師　県立新潟女子短期大学講師　松井直子先生

栄養講座は次年度もひきつづき企画していきます。ぜひご参加ください。

次回の３月広報では、町の食生活改善推進協議会の活動とその公開講座の報告をします。

▼参加者の感想

　子どもたちも大きくなり、家を離れていくが、お袋の味は？

と思い出した時に何を思い浮かべるのかと思いました。これを

食べに帰りたいというものを作っておきたいと思いました。出

来合いのものはあまり買わず、手作りのもので育ててきたこと

はよかったと思いました。

　学校給食に協力をいただいている「藤井農

園」と「次第浜の営農集団 ( 味噌作り )」と「聖

籠地場物産館」へ行きました。夏休みという

こともあり、子どもたちの参加もありまし

た。生産者の立場として、農薬や化学肥

料を極力使わず、安全で質の良いもの

を作る苦労と楽しさなど様々な話を

聞かせていただきました。

　「昔の子どもは、食べるまでの過程を通していろいろ

な体験をしてきた。今は経験が少なくなっており、子

どもたちの生きる力の変化が現れ始めている。」「食は

生活全ての基本であり、家庭の真ん中が食卓であって

ほしい」という話がありました。

　町の給食には、「子どもたちに取れたての地物のおいしさ

を感じてもらいたい、本来の味を伝え残したい」との思いで、

地元の食材を多く取り入れています。

　町の食生活改善推進協議会のみなさ

んに、町の郷土料理を紹介してもらい

ました。調理実習では、亀塚地区で食

べられてきた「ようまんま」( 鮭ご飯 )

他、「お平
ひら

」や「すべりひゅうの酢味

噌和え」を作りました。

9/7
（水）第４回 食育講演会

第３回
町内産地めぐり

▼参加者の感想

　地元によいものを作ろうと一生懸命な方がたくさんいることに驚きました。実際に食べてみて、生の野菜がこん

なにおいしいのか、味噌はこんなに風味のあるものだったのかと感動しました。「子どもたちに本来の味を伝えて

いきたい」と話していた生産者の方々の思いがよく伝わり、本当によいものを残していくためにも私たちがしっか

り選んでいかなければと感じました。聖籠町のよさが再発見できた研修会でした !!

第１回 伝えていきたい聖籠町の食文化

● Nut r i t i on  lec tu re

「 地場物産館」のとれたて市では、朝取りの

新鮮なものが並び、生産者の名前が表示さ

れています。

8/2
（火）

第２回 地産地消講演会

7/13
（水）

食のあたたかみ、

よさを知ろう！思い出そう！
講 師　学校給食共同調理場学校栄養主査　大矢益子先生

7/6
（水）

町では、食の大切さを伝えようと「栄養講座」を実施しました。

４回シリーズで開催しました栄養講座の様子をお知らせします。

栄養講座大好評でした

残飯をみると、子どもた

ちの嗜好と普段あまり食べられて

いない献立や食材がよく見えてくる。

子どもの喜ぶものだけでなくて、子ど

もに食べさせたいもの、伝えたい味

を大切にしてほしい !!
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お問い合せ：聖籠町保健福祉課　予防検診係 または保健師　☎ ２７－６５１１

平成18年度住民検診の
申込みがはじまります

検　診　名 内　　容 実施予定時期 対　象　者 料　　金

胸部レントゲン検診 結核・肺がんの検査
4月の基本健診時
10月の総合健診時

40歳以上の男女 無　料

肺がん検診
（検診会場での申込みと

なります）

喀痰検査
（胸部レントゲン検査必須）

4月の基本健診時
10月の総合健診時

50歳以上のタバコを
たくさん吸う方など

400円

総合健診
胸部レントゲン・基本健診
胃がん・大腸がん検診

胆のう検診
10月中旬

原　則
40歳以上の男女

合　計
2,600円

基本健診 循環器系の検査 ４月中旬
原　則

40歳以上の男女
1,000円

胃がん検診
胃部レントゲン検査
（バリウム）

７月下旬
原　則

40歳以上の男女
500円

大腸がん検診
便の潜血検査
（2日法）

７月下旬
原　則

40歳以上の男女
500円

子宮頸がん検診 視診・細胞診

施設検診
6月～ 8月

20歳以上の女性

1,000円

車検診
７月上旬

400円

乳がん検診 視触診・マンモグラフィ ９月中旬
40歳以上の女性

（平成 17年度受診した
方は受けられません。）

1,000円

前立腺がん検診
（検診会場での申込みと

なります）

血液検査
（ＰＳＡ）

4月の基本健診時
10月の総合健診時

50～ 79歳までの男性 2,205円

医療費の負担上限額

　※ 70歳以上の方、身体障害者手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳をお持ちの方は無料です。

　※前立腺がん検診の料金は、上記の方も有料です。

　町では、毎年町民のみなさんの健康管理に役立てていただく

ために、各種検診を実施しています。

　自分を守るため、家族を守るため、今健康な時から自分の体・

健康状態に関心を持ち、年に 1回の検診をぜひ受けてください。

　申込書が各世帯に配布されます。受けたい検診に○を記入し

て隣組長へ提出してください。

医療費が変わります
 更生医療、育成医療、精神通院医療の

お 医 者 さ ん に か か る 医 療 費 に つ い て

区　　分
対象となる世帯
（同じ医療保険に加入している家族を世帯とします）

上限額（月額）

生活保護 生活保護世帯 ０円・自己負担なし

低所得１ 住民税非課税世帯で障害者の年収が 80万円以下 ２，５００円

低所得２ 住民税非課税世帯で低所得１以外 ５，０００円

一　　般 住民税課税世帯
医療保険の

自己負担限度額と同額

　 　所得の低い人以外でも、継続的に相当額の医療費負担が発生する場合には、上限額が決め

られています。

例えば……
　● 統合失調症や躁うつ病・うつ病などの人

　● 腎臓機能障害や小腸機能障害などの人

　● 医療保険の多数該当者など

対象となる世帯
上限額
(月額）

住民税額（所得割）が 2万円未満 5,000円

住民税額（所得割）が 2万円以上
20万円未満

10,000円

住民税額（所得割）が 20万円以上 20,000円

　更生医療、育成医療、精神通院医療ではそれぞれ負担の割合や計算のしかたが違いました。

これが一本化され「自立支援医療」となり、指定の医療機関で医療を受けた場合、どの障害の

人も医療費の１割を支払います。ただし、所得に応じて上限が決められていて、負担が重くな

りすぎないようになっています。

● 支給を受けるには市町村への申請が必要です。

●  18歳未満の人の育成医療については窓口での支払いが急に多く
ならないよう経過措置があります。

お問い合せ　聖籠町保健福祉課　児童障害福祉係　☎ ２７－６５１１

入院時の食事代
　入院している人の食事代は、日額 780円を

原則自己負担します。ただし、所得の低い人

は減額されます。

町で実施している検診

指定自立支援医療機関
　自立支援医療費の支給は、都道府県が指定

した指定自立支援医療機関での医療が対象と

なります。
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・ 

聖
籠
町
に
２
年
以
上
住
所
の
あ
る
者
の
子
弟

・ 

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
専
修
学

校
の
専
門
課
程
の
入
学
生
及
び
在
学
生

・ 
修
学
に
充
分
た
え
得
る
者
で
、
成
業
可
能
と
思
わ
れ
る
者

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
者

・ 

聖
籠
町
育
英
資
金
の
貸
与
を
一
度
も
受
け
て
い

な
い
者

・ 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧
日
本
育
英

会
）・
地
方
公
共
団
体
等
の
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い

な
い
者

・ 

両
親
又
は
後
見
人
の
所
得
が
6
0
0
万
円
未
満
で
、

町
で
定
め
た
所
得
基
準
（
世
帯
人
数
に
よ
り
異
な
る
）

以
下
で
あ
る
こ
と

※ 

大
学
・
短
期
大
学
と
は
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

の
学
部
・
学
科
（
課
程
）、
短
期
大
学
を
い
い
、
国
・

公
・
私
立
及
び
昼
・
夜
間
の
別
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、

通
信
教
育
部
・
別
科
、
大
学
の
付
属
施
設
（
例
え
ば

看
護
学
校
等
）、
放
送
大
学
、
自
治
医
科
大
学
、
産

業
医
科
大
学
、
防
衛
大
学
等
は
対
象
に
し
な
い
。
ま

た
、
専
修
学
校
は
学
校
法
人
で
あ
り
、
２
年
以
上
の

修
学
年
で
あ
る
こ
と
。

　

貸
与
決
定
の
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短
年
度
ま
で
。

　

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
27
日
（
月
）
ま
で
に
次
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
貸
与
決
定
は
到
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
育
英
生
願
書

・
在
学
証
明
書
（
入
学
後
）

・ 

推
薦
調
書
（
新
入
生
は
卒
業
学
校
長
の
推
薦
）

・ 

収
入
等
に
関
す
る
書
類
（
両
親
又
は
後
見
人
）  

給  

与
所
得
者　

平
成
17
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し

事　

業　

者　

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

年
金
受
給
者　

年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
支
払
通
知
書  

　
　
　
　
　
　

等
の
写
し

　

※
兼
業
農
家
等
で
給
与
収
入
と
事
業
収
入
の
あ
る

場
合
は
、
両
方
提
出
す
る
こ
と
。

・
住
民
票
謄
本
（
家
族
全
員
分
）

・ 

連
帯
保
証
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
（
2
人
分
）

　

連
帯
保
証
人
が
2
人
必
要
で
す
。
1
人
は
両
親
の
う

ち
ど
ち
ら
か
、
も
う
1
人
は
連
帯
保
証
人
と
別
世
帯
の

成
人
の
方
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
在
学
証
明
書
は
、
入
学
後
学
校
か
ら
発
行
し

て
も
ら
い
、
4
月
20
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
書
類
は
学
校
教
育
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
が
選
考
決
定
し
４
月
下
旬
か
ら
5
月
上

旬
に
可
否
の
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

　

育
英
資
金
は
、
年
3
回
（
4
月
、
9
月
、
1
月
）
本
人
名

義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
初
め
て
受
け
ら
れ
る

方
は
4
月
の
選
考
後
、
5
月
末
に
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

育
英
生
が
休
学
、
ま
た
は
長
期
欠
席
等
の
と
き
は
、

育
英
資
金
の
貸
与
を
休
止
し
ま
す
。
ま
た
、
育
英
生
と

し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
場
合
等
は
、
育
英
資
金
の
貸

与
を
廃
止
し
ま
す
。

　

現
在
、
貸
与
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
学

年
4
月
15
日
ま
で
に
、
在
学
す
る
学
校
の
「
在
学
証
明

書
」
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
卒
業
し
た
と
き
や
在
学
中
に
本
人
又
は
連
帯

保
証
人
の
住
所
、
身
元
等
に
移
動
が
生
じ
た
と
き
、
ま

た
休
学
、
退
学
等
の
場
合
は
速
や
か
に
学
校
教
育
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

育
英
資
金
の
返
還
に
は
利
息
が
つ
き
ま
せ
ん
。
貸
与

期
間
終
了
後
1
年
を
経
過
し
た
後
、
10
年
以
内
に
年
賦

ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
繰
上
げ

返
還
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

返
還
を
開
始
す
る
前
に
、返
還
方
法
を
明
記
し
た
「
返

還
明
細
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

育
英
生
が
、
進
学
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、
教
育

委
員
会
が
返
還
を
困
難
と
認
め
た
場
合
は
、
育
英
資
金

の
返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

　

ま
た
、
育
英
生
が
死
亡
又
は
心
身
障
害
等
の
た
め
に

返
還
が
困
難
で
あ
り
、
返
還
が
不
能
で
あ
る
と
教
育
委

員
会
が
認
め
た
場
合
は
返
還
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
免

除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
大
学
か
ら
各
種
専
修
学
校
ま
で
の
幅
広
い
学

生
を
対
象
に
予
算
の
範
囲
内
で
育
英
資
金
の
貸
与

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
も
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
与
申
請
�
�
�
�
�
�
�
�
�
者

育
英
資
金
�
休
止
�
廃
止

育
英
資
金
�
貸
与

貸
与
期
間
中
�
届
出
�
�
�
�

育
英
生
�
決
定

育
英
資
金
�
返
還

申
込
手
続

返
還
�
猶
予
�
免
除

貸
与
期
間

聖籠町育英資金貸与制度

自宅からの通学

大　　学　　高等専門学校　

短期大学　　各種専修学校

◆育英資金の月額

　この育英資金月額と他に申し出のある方には、入学年度に限り一時金として大学は

50 万円、短期大学・高等専門学校・各種専修学校は 30 万円を限度として貸与します。

自宅外からの通学

大　　学　　高等専門学校　

短期大学　　各種専修学校} }30,000円
(以内)

50,000円
(以内)

51教育委員会学校教育課

☎ 27 ー 2111（内線 303）

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

国保からのお知らせ

届け出をお忘れではありませんか？
～ 加入・脱退等の手続きは１4日以内にお願いします ～

　お手元の被保険者証をご確認ください。次のようなことはありませんか？

●「会社の保険証があるのに国保の保険証がある」

●「退職し、会社の保険証を返してしまったのに国保の保険証を持っていない」

　このような場合、届け出がお済みで無い場合があります。国保に加入・脱退するとき、加入状態等に変更があっ

たとき…… そんなとき、必ず届け出が必要です。また、変更箇所をご自分で訂正しますと被保険者証が無効に
なってしまいます。必ず役場に届け出て訂正を受けてください。

　● 前の保険が切れたときまで遡って加入となり、その間の保険税も遡って納めることになります。
　● 届け出しなかった期間の医療費は、全額自己負担となります。

　● 届け出が遅れた期間、資格喪失後に国保の保険証で受診した医療費は、全額返還となります。
　● 他の保険と合わせて二重に保険税を支払ってしまうことになりかねません。

加入の届け出が遅れると…

保健福祉まつり  国保 ・ 介護クイズ  当選者発表 ！！保健福祉まつり  国保 ・ 介護クイズ  当選者発表 ！！
◆ 保健福祉まつり　国保・介護コーナーにて行われたクイズの当選者を発表します。◆

お問い合せ　聖籠町役場町民課　国民健康保険担当　☎２７－２１１１（内線１１６）

脱退の手続きが遅れると…

　正解者 62名の中から、厳正なる抽選のうえ、次のお
二人がみごと当選されました。お二人には、賞品として

体脂肪計付体重計を差し上げました。おめでとうござい

ました。

斎藤　栄次　様（蓮　野）
新保　　恵　様（三　賀）

■応募総数 65
　正　解 62
　不正解 3

※ 2問とも正解した方が
　「正解」となります。

　新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として広く各層への献血思想の普及並びに献血者が減少しが

ちな冬季における献血者の確保を図ることを目的に、1月 1日から 2月 28日まで全国一斉に「はたちの献血」キャ

ンペーンを行っています。

　血液は人工的に作ることができません。皆さまの善意で献血に御協力をお願いします。

血液製剤の多くは高齢者の医療に使われています。また、献血者は 20歳代を中心に 50歳未満の若い世代が大

半を占めています。今後、医療技術の進歩や少子高齢化により血液の需要が増加する一方で、献血者層の人口

が減少し、献血者の確保が困難となり、必要とされる血液が不足することが予想されています。

　県内では、献血バスが各市町村を巡回している外、4か所の献血ルームで毎日受付を行っていますので、是

非お立ち寄りください。

　血漿成分のみを採血する成分献血の場合、全血献血（200ml・400ml献血）に比べて、
赤血球を体にお返しするため、体への負担が軽くて済むとともに、より多くの血漿

成分（400ml献血に比べて約 1.9倍）を献血することができます。
■期　　間　実施中～ 2月 28日

■実施機関　新潟県、日本赤十字社新潟県支部、新潟県赤十字血液センター

お問い合せ　新潟県福祉保健部医薬国保課薬務係　☎ ０２５－２８５－５５１１（内線２５５５）

「はたちの献血」キャンペーン実施中「はたちの献血」キャンペーン実施中



　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 町

の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

広報聖籠 H18. 2　 1011　 H18. 2  広報聖籠 0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

0
１
月
８
日
（
日
）

●
聖
籠
町
消
防
出
初
式

　

１
年
間
の
町
の
安
全
を
祈
っ
て

　

１
年
間
の
無
火
災
・
無
災
害
、
町

民
の
安
全
を
祈
り
、
町
民
会
館
に
お

い
て
、
聖
籠
町
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
地
域
の
消
防
団
が
無
火

災
を
呼
び
か
け
な
が
ら
町
内
を
巡
回

し
、
町
民
会
館
に
集
合
、
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
安
全
祈
願
、

実
践
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
、
参
加

者
全
員
で
町
民
の
安
全
を
願
い
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
の
聖
籠
町
の
火
災
件
数

は
８
件
で
し
た
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
か
ら
発
生
し
ま
す
。
火
事

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

● 

平
成
16
年
度
の
国
土
調
査
成
果
閲

覧
が
終
了
し
ま
し
た

　

平
成
16
年
度
に
現
地
調
査
を
実
施

し
た
蓮
野
・
大
夫
興
野
・
藤
寄
の
各

一
部
区
域
の
調
査
成
果
が
ま
と
ま

り
、
12
月
21
日
か
ら
12
月
22
日
に
か

け
て
地
元
公
会
堂
等
を
会
場
と
し

て
、
対
象
地
権
者
に
よ
る
地
目
・
地

積
・
所
有
者
な
ど
の
登
記
情
報
の
閲

覧
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
18
年
3
月
に
、

国
に
対
し
て
認
証
請
求
を
行
い
ま
す

の
で
、
秋
に
は
こ
の
調
査
結
果
が
法

務
局
の
登
記
簿
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
町
道
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
冬
は
暖
冬
予
想
が
一
変
し
て
日

本
各
地
で
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、

県
内
で
も
湯
沢
町
や
津
南
町
で
記
録

的
な
大
雪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
例
年
よ
り
同
時

期
と
比
較
す
る
と
出
動
回
数
が
上

回
っ
て
お
り
ま
す
。
除
雪
作
業
に
は

万
全
を
期
し
て
対
応
い
た
し
ま
す

が
、
10
セ
ン
チ
以
上
の
降
雪
時
の
除

雪
や
圧
雪
処
理
作
業
な
ど
に
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

0

12
月
26
日
（
月
）

● 

平
成
17
年
度
第
３
回
聖
籠
町
介
護

保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
、
次
期
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
審

議
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

ま
た
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
の
次
期

介
護
保
険
事
業
が
適
切
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
に
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

0
１
月
17
日
（
火
）

●
第
１
回
区
長
会
議
開
催

　

平
成
18
年
の
各
集
落
の
区
長
（
行

政
区
に
よ
っ
て
任
期
に
違
い
が
あ
り

ま
す
）
が
決
ま
り
第
１
回
目
の
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

役
場
各
課
か
ら
の
依
頼
事
項
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
後
、
各
小
学
校
区
か
ら

３
名
ず
つ
計
９
名
の
代
表
区
長
が
選

出
さ
れ
、
区
長
会
会
長
に
は
亀
塚
区

長
の
高
崎
清
さ
ん
、
副
会
長
に
は
正

庵
区
長
の
藤
井
清
四
さ
ん
と
本
三
賀

区
長
の
清
野
精
一
郎
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

0

12
月
22
日
（
木
）

● 

第
12
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

聖
籠
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

0

12
月
26
日
（
月
）

● 

聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
22

回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

生

活

環

境

課
▲ 出初式での観閲

ふ
る
さ
と
整
備
課

町

民

課
▲ 運営協議会での審議

総

務

課

学

校

教

育

課

農

業

委

員

会

vol .46

交通安全に関することは

役場生活環境課 

☎２７―１９６２（直通）

　

途
中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額
で
す
。

　

申
込
書
に
は
世
帯
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
し
な
い
人
が
い

る
場
合
は
申
込
書
の
氏
名
を
線
（
＝
）
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
が
加
入
す
る
場
合
は
、
氏
名
等
を
書
き
加
え
て
く

だ
さ
い
。

�
申
込
方
法
�　

　

申
し
込
み
は
お
近
く
の
金
融
機
関
、
聖
籠
町
役
場
生
活
環
境
課
へ
現
金
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
3
月
10
日
ま
で
は
集
落
区
長
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
集
落
で
も
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
金
融
機
関
か
役
場
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�
共
済
期
間
�　

　

3
月
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
19
年
3

月
31
日
ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

4
月
以
降
申
し
込
ま
れ
た
方
は
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら
平
成
19
年
3
月
31

日
ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
ま
す
。
会
費
一
人
5
0
0
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
3
月
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�
そ
の
他
�　

　

交
通
災
害
共
済
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 年
　 
区分 12月 1月～ 12月（累計）

発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数

平成 17年 10 0 11 106 2 152

平成 16年 6 0 ８ 121 1 161

増　減 ＋４ 0 ＋３ － 15 ＋1 － 9

町の交通事故発生状況

一日約１円の交 通 災害共 済
～４月からの加入申し込みを受け付けます～

　交通災害共済制度は交通災害にあった場合、見舞金を支給する事業です。県内す

べての市町村が共同で運営する県民相互救済の制度です。現在加入されている方

は、平成１８年３月31日で共済期間満了となりますので更新手続きをお勧めします。

　まだ加入されていない方は万一の事故に備え、加入をお勧めします。

　

平
成
17
年
の
新
発
田
警
察
署
管
内
（
新
発
田

市
・
聖
籠
町
）
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
は

6
8
7
件
で
前
年
よ
り
31
件
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
様
に
傷
者
数
も
8
8
4
人
と
43
人
減
少
し

ま
し
た
。

　

た
だ
、
死
亡
者
数
に
つ
い
て
は
前
年
の
4
人
を

大
き
く
上
回
り
10
人
（
う
ち
聖
籠
町
は
2
人
）
と

な
り
、
目
標
と
し
て
い
た
一
桁
台
の
達
成
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
平
成
16
年
の
4
人

と
い
う
数
値
は
昭
和
34
年
の
2
人
に
続
く
少
な
い

も
の
で
、
平
成
15
年
は
15
人
で
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
は
決
意
を
新

た
に
交
通
事
故
死
亡
者
の
限
り
な
く
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
、
1
月
11
日 

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
交
通
安
全
関
係
機
関
・
団
体
の
合
同
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ 交通安全指導員を代表して平成 18年
の決意宣言をする聖籠町 市川指導員

　あなたの支え
が みんなの助け
合いにつながり
ます。

　自転車での事故、
自損事故も対象とな
りますよ！

交
通
事
故
死
亡
者
の

限
り
な
く
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

― 

交
通
安
全
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

―

安心みんなで 共済、みんなの

�
会　
　

費
�　

　

一
人　

年
額 

５
０
０
円

�
加
入
手
続
�　

　

2
月
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�



お問い合わせ先

町　役　場　　　☎２７－２１１１

町 民 会 館　　　☎２７－２１２１

図　書　館　　　☎２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）

　　　　　　　　☎２７－６５１１

診　療　所　　　☎２７－１２３４

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

広報聖籠 H18. 2　 1213　 H18. 2  広報聖籠 0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

《保健福祉事業》
　ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

　15日（水）

15町社会福祉協議会

　☎ 27－ 6767

◆行政相談

　14日（火）

5役場総務課（内線 223）

◆乳幼児健康診査・各種学級

○妊婦学級（前期）

　14日（火）午前９時 30分～

○１歳２か月児歯科健診

　20日（月）午後１時 15分～

○１歳６か月児健診

　23日（木）午後 1時 15分～

○乳児健診

　24日（金）午後 1時 15分～

◆各種予防接種

（受付は 1時 10分からです）

○ BCG予防接種

　１日（水）午後 1時 40分～

○ 風しん予防接種

　９日（木）午後 1時 40分～

２
月

１
日
・ 

豪
雪
に
対
す
る
緊
急
要

請

６
日
・ 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
理
事
会

７
日
・ 

農
家
組
合
長
会
議

８
日
・ 

３
月
補
正
予
算
町
長
査

定

14
日
・ 

新
潟
県
環
境
審
議
会
水

環
境
部
会

15
日
・ 

新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水

供
給
企
業
団
本
会
議

16
日
・ 

新
潟
県
町
村
会
役
員
会
・

定
期
総
会

19
日
・ 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
総
会

21
日
・ 

新
潟
東
港
地
区
沿
岸
防

犯
協
力
会

22
日
・ 

新
潟
県
市
町
村
振
興
協

会
理
事
会

24
日
・ 

聖
籠
町
都
市
計
画
審
議
会

28
日
・ 

聖
籠
町
交
通
安
全
対
策

会
議

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

◆ 

成
人
お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
用
証
明
書
�
介

護
保
険
主
治
医
意
見
書
写

し
�
の
発
行
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
、
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
の
方
で
次
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
介
護
保
険
主

治
医
意
見
書
写
し
を
発
行
し
ま

す
。（
平
成
17
年
中
に
使
用
し
た

お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
と
し
て

平
成
18
年
に
確
定
申
告
す
る
場
合

に
発
行
し
ま
す
。）

■ 

介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
に
次

の
記
載
の
あ
る
方

１
． 

日
常
生
活
自
立
度
が
一
定
基

準
以
上
（
B
1
／
B
2
／

C
1
／
C
2
）
で
あ
る
こ

と

２
． 

発
生
の
可
能
性
の
高
い
病
態

で
「
尿
失
禁
」
の
可
能
性
が

「
あ
り
」
で
あ
る
こ
と

◆ 

老
齢
者
の
所
得
税
�
地
方
税

上
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

年
齢
65
歳
以
上
で
心
身
に
障
害

が
あ
り
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る

方
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
を
次
の
要
領
で
発
行
し
ま
す
。

■ 

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方

・ 

介
護
保
険
認
定
調
査
票
の
日
常

生
活
自
立
度
等
に
基
づ
き
認
定

※
・ 

平
成
17
年
中
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
の
証
明
書
も
発

行
で
き
ま
す
。

　

・ 

発
行
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
事
前

に
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

5 

聖
籠
町
保
健
福
祉
課

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

）

☎
２
７―

６
５
１
１

　

児
童
手
当
の
2
月
支
払
い
分
（
平

成
17
年
10
月
〜
18
年
1
月
分
）
は
2

月
10
日
（
金
）
に
受
給
者
の
指
定
し

た
金
融
機
関
（
町
内
金
融
機
関
等
）

に
振
込
み
ま
す
。
個
人
へ
の
支
払
い

通
知
書
は
、
こ
の
紙
面
を
も
っ
て
通

知
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

5
聖
籠
町
保
健
福
祉
課

　

児
童
手
当
担
当

☎
２
７―

６
５
１
１

2
月
10
日

児
童
手
当
を

振
込
み
ま
す

成
人
用
お
む
つ
・
老
齢
障
害
者

税
金
控
除
の
た
め
の

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

�
申
請
は
保
健
福
祉
課
へ
�

　

町
で
は
、
都
市
計
画
道
路
（
次
第

浜
線
）
の
変
更
を
行
う
た
め
、
都
市

計
画
案
に
関
す
る
説
明
会
の
参
加
者

及
び
公
述
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
説
明
会

0
２
月
７
日
（
火
）　

　

午
前
10
時
〜

4
聖
籠
町
役
場
３
階
第
３
会
議
室

■
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
の
方

■
応
募
方
法　
　

　

２
月
４
日
（
土
）
ま
で
に
、
ふ
る

さ
と
整
備
課
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
そ 

の 

他

　

参
加
者
の
申
込
が
な
い
場
合
は
、

開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
公
聴
会

0
２
月
７
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜

4
聖
籠
町
役
場
３
階
第
３
会
議
室

■
応
募
資
格　

町
内
に
在
住
の
方

■
申
出
方
法　
　

　

公
述
申
出
書
を
２
月
４
日
（
土
）

ま
で
に
、
ふ
る
さ
と
整
備
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
述
人
の
決
定

　

公
述
人
を
決
定
し
た
と
き
は
、
本

人
に
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
述
人
の
陳
述
に
要
す
る

費
用
は
、
公
述
人
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

■
そ
の
他

　

公
述
人
の
申
し
出
が
な
い
場
合

は
、
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

5
聖
籠
町
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

☎
２
７―

２
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）

新
潟
都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
及
び
公
聴
会
開
催

都 市 計 画 道 路 の 変 更

変更前
３・５・404号　次第浜線

L＝ 1,840m　W＝ 12m

変更後
３・５・404号　次第浜線

L＝ 1,850m　W＝ 12m

新
潟
都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
及
び
公
聴
会
開
催

聖籠町職員（看護師）募集
　平成 18年度採用聖籠町職員（看護師）採用試験を以下のとおり実施い

たします。

１ 職種、受験資格、採用予定人数

２　試験日等

３ 申込期限

　 　平成 18年 2月 28日（火）午後 5時までに ｢ 試験申込書 ｣を聖籠町

役場総務課に提出してください。

　 　｢試験申込書 ｣｢ 試験案内 ｣は、役場総務課にあります。また、聖籠

町のホームページからも取得できます。

　ホームページアドレス  http：// www.town.seiro.niigata.jp

４ 合格の発表・採用

　・合格者発表／平成 18年３月上旬予定　

　・ 合格者に対して通知し、採用は平成 18年 4月 1日を最初の採用の日

とします。

５ 給与

　　給与は聖籠町職員の給与に関する条例の規定により支給します。

詳しくは、聖籠町役場総務課秘書係までお問い合わせください。

 ☎ 27─ 2111 　（内線 224）

職　種 受験資格 採用人員

看護師
昭和 45年 4月 2日以降に生まれた方で看護師

免許を有する方
１名

試験日 場　所 試験内容

平成 18年３月上旬

(申込者に別途通知します。)
聖籠町役場 面接・作文試験

変更後

変更前
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社
会
福
祉
法
人
阿
賀
北
福
祉
会

「
や
ま
や
の
里
」
職
員
募
集

　行政と町民の皆さまとのパイプ役

を務めていただく 36行政区の区長

さんが決まりました１年間よろしく

お願いします。（行政区によって任

期に違いがあります）

行政区名 氏  名
四　ツ　屋 渋　谷　喜　彦
道 賀 新 田 佐　藤　四　郎
上 大 谷 内 長谷川　泰　夫
真　　　野 能　登　惣五郎
丸　　　潟 曽　根　正　巳
桃　　　山 長　山　　　忍
山　　　倉 児　玉　康　夫
苔　　　沼 高　橋　訓　弘
中　の　橋 阿　部　勝　雄
本 諏 訪 山 大　倉　　　浩
山 諏 訪 山 吉　田　勝　男
本　大　夫 相　馬　　　浩
山　大　夫 佐　藤　幸　雄
聖 中 ヶ 丘 小　柳　信　夫
本　三　賀 清　野　精一郎
山　三　賀 新　保　利　文
二　本　松 伊　藤　　　勉
外　　　畑 佐　藤　文　夫
蓮　　　野 加　藤　文　夫
杉　谷　内 新　保　喜　幸
正　　　庵 藤　井　清　四
藤　　　寄 遠　藤　　　博
大 夫 興 野 桜　井　一　郎
甚 兵 衛 橋 大　沼　達　雄
蓮　　　潟 森　田　春　雄
蓮 潟 新 田 石　村　哲　芳
網　代　浜 山　田　敏　夫
次　第　浜 平　野　政　要
尾 沢 ヶ 丘 近　藤　道　夫
亀　　　塚 高　崎　　　清
稲　の　平 高　橋　嘉　行
別　　　條 飯　田　健　吉
八　　　幡 市　川　辰　春
東　　　山 石　田　秀　人
旭　ヶ　丘 河　内　　　毅
ひばりが丘 永　井　義　人

行政区長名（敬称略）
　　平成 18年 1月現在

5役場総務課行政係

☎ 27-2111（内線 223）

☎ 27-1957（直通）

　

町
で
は
高
齢
者
の
生
活
安
定
を

図
る
た
め
に
生
活
支
援
金
（
月
額

１
、０
０
０
円
）
を
支
給
し
て
お
り
ま

す
。

　

支
給
の
対
象
は
、
聖
籠
町
に
住
ん
で

い
る
65
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
全
て
の

条
件
を
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

⑴ 

町･

県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て

い
る
。

⑵ 

聖
籠
町
が
賦
課
す
る
租
税
等
（
税

金
・
水
道
料
金
等
）
を
完
納
し
て
い

る
。

⑶ 

平
成
16
年
の
収
入
が
27
万
円
未
満

で
あ
る
。

⑷
生
活
保
護
の
受
給
者
で
は
な
い
。

⑸
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入
所

者
で
は
な
い
。

　

支
給
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
は
保
健
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
印
鑑
、
振
込
先
が
確
認
で

き
る
も
の
（
預
金
通
帳
等
、
郵
便
局
を

除
く
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
平
成
18
年

３
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
保
健
福
祉
課

に
お
い
て
支
援
金
の
申
請
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
結
果
は
後
日
お
知
ら
せ

し
、
支
給
決
定
さ
れ
た
場
合
は
３
月
末

に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
お
振
込
み
い

た
し
ま
す
。

5
聖
籠
町
保
健
福
祉
課

☎
２
７―

６
５
１
１

 

聖
籠
町
高
齢
者

生
活
支
援
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
年
末
調
整
と
確

定
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
申
告
の
際
は
証
明
書

類
の
添
付
が
必
要
な
た
め
、
納
付
し

た
額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

送
付
さ
れ
る
時
期
と
対
象
納
付
月

は
表
の
と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
に
関
す

る
各
種
証
明
書
等
の
交
付（
再
交
付
）

申
請
の
電
話
に
よ
る
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た

●
対
象
と
な
る
各
種
証
明
書
等

①
準
確
定
申
告
用
源
泉
徴
収
票

② 

裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
（
注
１
）

③
給
付
証
明
書

④
年
別
内
訳
書

⑤
返
納
金
納
付
書

⑥
改
定
通
知
書

⑦
源
泉
徴
収
票

⑧
振
込
通
知
書

（
注
１
）
発
行
か
ら
お
お
む
ね
３
か

月
以
内
の
通
知
書
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
電
話
に
よ
る
申
請
の
際
の
お
願
い

　

電
話
に
よ
る
申
請
で
は
、
申
請
者

の
確
認
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
年
金

証
書
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ

5
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
７―

１
１
６
５

5
新
発
田
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
２
５
４―

２
３―

２
１
２
５

聖
籠
町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
担
当

☎
０
２
５
４―

２
７―

２
１
１
１

（
内
線
１
１
１
）

納付対象期間 証明書発行時期

平成 17年１月１日～平成

17年９月 30日までに納付

した分 （10月以降の納付額

については、納付見込額と

して記載されます※）

平成 17年 11月送付

平成 17年 10月１日～平成

17年 12月 30日の間に初め

て納付した分

平成 18年２月送付

時期と対象納付月

※ただし、国民年金保険料を納めていない期間があ
る場合、納付見込額は記載されません。

  

上
水
道
以
外
の
水
（
井
戸
・
旧
簡

易
水
道
等
）
を
使
用
し
て
い
る
ご
家

庭
で
は
、
毎
月
の
下
水
道
使
用
料
を

世
帯
人
数
に
基
づ
き
認
定
し
て
い
ま

す
。

  

転
出
・
転
入
及
び
死
亡
・
出
生
等

に
よ
り
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
上
下
水
道
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

5
聖
籠
町
役
場 

上
下
水
道
課  

☎
２
７―

２
１
１
１

（
内
線
３
４
４
）

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

死亡

 氏　名 年齢 行政区

渡　辺　マツエさん (79 歳） 藤　寄

高　橋　　勇
いさむ

　さん (69 歳） 山諏訪山

民　谷　ハ　ナさん (77 歳） 網代浜

本　間　ト　シさん (88 歳） 次第浜

田　中　中
なか

　造
ぞう

さん (77 歳） 蓮　潟

 平　野　良
りょう

　子
こ

さん (51 歳） 次第浜

服　部　清
せい

一
いち

郎
ろう

さん (76 歳） 道賀新田

 赤ちゃん 保護者 行政区

　簾
れん

　ちゃん ( 渡辺　生希 ) 次第浜

　馨
けい

　ちゃん ( 渡辺　生希 ) 次第浜

拓
たく

　海
み

ちゃん ( 鹿嶋　寛之 ) 東　山

妃
ひ

　愛
な

ちゃん ( 栗原　　透 ) 山諏訪山

優
ゆう

　菜
な

ちゃん ( 渡辺　　剛 ) 網代浜

　楓
かえで

　ちゃん ( 田中　喜寛 ) 次第浜

千
ち

　鶴
づる

ちゃん ( 築井　恵一 ) 東　山

　獅
らい

　ちゃん ( 塩田　　公 ) 尾沢ケ丘

光
みつ

　奎
き

ちゃん ( 加藤　孝博 ) 杉谷内

出生

婚姻
 新郎・新婦 行政区

 名古屋　正
まさ

　樹
き

さん

 （高橋）　理
り

　恵
え

さん 
苔　沼

  　田　　晃
あきら

　さん

 （三浦）　恵
めぐ

　美
み

さん 
苔　沼

 田　代　　剛
つよし

　さん

 （倉嶋）　　優
ゆう

　 さん 
旭ケ丘

｝
｝
｝

下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て

１
．
勤
務
事
業
所

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設　

や
ま
や

の
里
（
岩
船
郡
神
林
村
大
字
山
屋

７
４
６
番
地
2
）

２
．
募
集
職
種
及
び
応
募
資
格
等

■
生
活
支
援
員
（
主
な
仕
事
内
容　

利

用
者
の
日
常
生
活
支
援
、
指
導
、
作
業

指
導)

・
採
用
人
数　

若
干
名

・
採
用
予
定
日　

　

平
成
18
年
４
月
１
日

・ 

応
募
資
格　

年
齢
26
歳
未
満
（
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
）

・ 

資
格
要
件　

社
会
福
祉
主
事
任
用
資

格
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
（
社

会
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
有
す
る
者

も
含
む
）、
知
的
障
害
者
援
助
専
門

員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
こ

と
。

※ 

申
し
込
み
時
点
で
取
得
見
込
み
の

あ
る
者
も
含
む
も
の
と
す
る
。

■
調
理
員
（
入
所
施
設
等
給
食
調
理

に
従
事
）

・
採
用
人
数　

１
名

・
採
用
予
定
日　

　

平
成
18
年
４
月
１
日

・ 

応
募
資
格　

年
齢
37
歳
未
満
（
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
）

・ 

資
格
要
件　

調
理
師
免
許
、
施
設
給

食
業
務
に
従
事
経
験
の
あ
る
者

３
．
採
用
試
験

・
試
験
期
日　

　

平
成
18
年
３
月
８
日
（
水
） 　

・
会　

場　

や
ま
や
の
里

・
科　

目　

　

一
般
教
養
、
作
文
及
び
面
接

・
合
格
決
定　

　

平
成
18
年
３
月
13
日
の
予
定

４
．
申
し
込
み
手
続
き

　

試
験
申
込
書
を
平
成
18
年
２
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
「
や
ま
や
の
里
」
庶

務
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ

い
。
試
験
申
込
書
は
聖
籠
町
保
健
福
祉

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

5 

知
的
障
害
者
更
生
施
設
や
ま
や
の
里

☎
０
２
５
４―

６
６―

５
９
４
５

5
聖
籠
町
保
健
福
祉
課

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５
４―

２
７―

６
５
１
１

社
会
福
祉
法
人
阿
賀
北
福
祉
会

「
や
ま
や
の
里
」
職
員
募
集

H17.12.5 ～ 12.28入　札　結　果
工事（件）名 契約額（円） 業 者 名 納 入 完 了 日 又 は

工事（委託）期間最終日

1 松くい虫被害木伐倒駆除作業委託 1,281,000 北越緑化㈱聖籠営業所 平成 18年 3月 5日

2 電子コピー機器借上及び使用 1,092,000
( 落札金額 )

新潟リコー㈱ 平成 22年 12月 14日

3 小型動力消防ポンプ購入 2,074,800
（不調により随意契約）

新潟ラビットポンプ㈱ 平成 18年 1月 12日

４ 生ごみ処理器購入 22,921,500 コープエンジニアリング㈱
議会議決

平成 18年 3月 30日

５ 舗第 1号　蓮潟家の前線道路舗装工事 13,335,000 日本道路㈱新潟営業所 平成 18年 3月 17日

集落区長さん
よろしく
お願いします

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ



アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

広報聖籠 H18. 2　 1617　 H18. 2  広報聖籠

手作りカレンダーを
町長にプレゼント

サンセベリアの花が咲きましたサンセベリアの花が咲きました次第浜
本間さん

　

次
第
浜
の
本
間
兼
義
さ
ん
が
育

て
て
い
る
『
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
』（
別

名

：

虎
の
尾
）。
花
を
付
け
な
い
種

類
の
植
物
と
思
っ
て
育
て
て
い
た
そ

う
で
す
が
三
年
目
に
し
て
綺
麗
な

白
い
花
を
つ
け
ま
し
た
。

　

最
初
は
一
株
か
ら
育
て
た
そ
う

で
す
が
、
日
当
た
り
の
い
い
所
に
置

い
た
り
土
の
状
態
を
み
て
水
を
く

れ
た
り
し
て
大
切
に
育
て
、
三
〜

四
回
の
植
え
替
え
を
行
い
、
今
で

は
高
さ
一
ｍ
を
超
え
る
ほ
ど
立
派
に

成
長
し
ま
し
た
。

　

本
間
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
か
十
五
〜

十
六
種
類
の
観
葉
植
物
と
数
え
た

こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
が
数
多
く
の

庭
木
や
草
花
を
大
切
に
育
て
て
い
ま

す
。

　

育
て
て
い
て
何
か
苦
労
は
あ
り

ま
す
か
と
お
聞
き
す
る
と
「
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
倒
れ
る
と
悪

い
の
で
一
日
が
か
り
で
出
し
た
り

入
れ
た
り
す
る
の
が
少
し
大
変
な

作
業
に
な
り
ま
す
。」、「
ゴ
ク
ラ

ク
チ
ョ
ウ
カ
も
育
て
て
い
ま
す
が

正
月
に
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
温

度
管
理
な
ど
を
し
て
思
い
ど
お
り

に
咲
い
た
と
き
は
最
高
の
気
分
に

な
り
ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

十
二
年
前
に
藤
塚
浜
か
ら
引
っ

越
し
て
き
た
そ
う
で
す
が
、「
周

り
の
人
に
親
切
に
し
て
も
ら
っ
て

大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。」
と
ご

近
所
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
口
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲ 三年目にして咲いた
サンセベリアの花

亀代小学校
なかよし学級

手作りカレンダーを
町長にプレゼント

本間　兼
かねよし

義さん

（次第浜）
▲サンセベリア

　

亀
代
小
学
校
の
な
か
よ
し
学
級
の

児
童
が
12
月
20
日
役
場
を
訪
れ
、
平

成
18
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
町
長
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
な
か
よ
し
学
級

の
児
童
が
季
節
に
合
わ
せ
て
、「
富

士
山
」、「
雪
だ
る
ま
」、「
モ
グ
ラ
」

な
ど
を
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
具
な
ど
で
一

生
懸
命
絵
を
描
い
た
手
作
り
で
す
。

　

児
童
か
ら
の
「
ど
う
ぞ
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
言
葉
に
町
長
は
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
事
に
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。」
と
応
え
て

い
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
２
組
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
町
長
室
と
役
場
１
階
会
計
室

脇
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
役
場
へ
お
い

で
の
際
は
、
会
計
室
脇
で
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲３月 ▲１月▲２月

▲アルビレックス新潟 中野社長と鈴木新監督

　

去
る
１
月
16
日
に
、
新
潟
聖
籠
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
』

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
新
監
督
、
鈴
木

淳
監
督
の
就
任
発
表
記
者
会
見
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
会
見
場
に
60

名
近
く
の
報
道
陣
が
つ
め
か
け
、
新

監
督
へ
期
待
の
こ
も
っ
た
質
問
を
投

げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
新
監
督
は
、
質
問
の
一
つ
ひ

と
つ
に
丁
寧
に
答
え
、
そ
の
誠
実
な

人
柄
を
う
か
が
わ
せ
る
と
と
も
に
、

「
新
潟
を
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ブ
に
す
る
手

助
け
を
し
た
い
」
と
意
欲
を
の
ぞ
か

せ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
新
し
い
指
揮
官
・

鈴
木
淳
監
督
に
温
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

監
督
と
し
て
の
初
仕
事
を
終
え
た

鈴
木
監
督
の
も
と
、18
日
に
は
、ト
ッ

プ
チ
ー
ム
が
始
動
し
ま
し
た
。
新
潟

聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

に
加
入
し
た
新
た
な
顔
ぶ
れ
も
見
ら

れ
、
昨
年
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
始
動
日

か
ら
は
、
柏
レ
イ
ソ
ル
か
ら
加
入
し

た
Ｄ
Ｆ
永
田
充
選
手
、
Ｆ
Ｗ
矢
野
貴

章
選
手
、
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
か
ら
期
限

付
き
で
加
入
し
た
Ｆ
Ｗ
中
原
貴
之
選

手
の
３
名
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
わ

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
ユ
ー
ス
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
代
ま
で
の
代
表
に

名
を
連
ね
た
有
望
株
で
即
戦
力
で
あ

る
と
と
も
に
、
若
手
の
指
導
に
定
評

の
あ
る
鈴
木
監
督
の
も
と
さ
ら
に
力

を
つ
け
て
、
将
来
の
新
潟
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

27
日
ま
で
、
新
潟
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
だ
選
手
た
ち
は
、
28
日
か

ら
グ
ァ
ム
キ
ャ
ン
プ
へ
と
出
発
。
暖

か
い
気
候
の
な
か
で
、
し
っ
か
り
と

身
体
を
作
っ
て
３
月
初
頭
の
Ｊ
リ
ー

グ
開
幕
戦
へ
向
け
た
準
備
を
行
い
ま

す
。
帰
国
後
は
静
岡
県
で
国
内
キ
ャ

ン
プ
を
張
り
、
開
幕
戦
に
臨
む
予
定

で
す
。
鈴
木
監
督
が
就
任
に
あ
た
り

掲
げ
た
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
、
運
動
量

の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
、
観
戦
に
来
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
動
し
て
い
た
だ

け
る
試
合
を
目
指
し
、
選
手
た
ち
は

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
全
力
を
つ

く
し
て
い
ま
す
。
新
生
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
へ
の
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
季
よ
り
就
任
し
た
鈴
木
淳
監
督

は
、
１
９
６
１
年
生
ま
れ
の
44
歳
。

現
役
時
代
は
主
に
フ
ジ
タ
工
業
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
プ
レ
ー
し
、
日

本
代
表
に
も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

30
歳
で
、
東
北
リ
ー
グ
１
部
の
松
島

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
監
督
を
務
め
た

の
を
皮
切
り
に
、
様
々
な
ク
ラ
ブ
で

監
督
・
コ
ー
チ
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

を
重
ね
、
U

－

17
日
本
代
表
コ
ー
チ

や
U

－

22
日
本
代
表
監
督
を
歴
任
。

２
０
０
４
年
か
ら
Ｊ
２
リ
ー
グ
の
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
監
督
と
し
て
指

揮
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
潟
へ
の
就
任
に
あ
た
り
、
充
実

し
た
環
境
面
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
数
、

温
か
さ
。
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ブ
に
な
り
得
る
で
あ

ろ
う
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、

大
き
な
理
由
と
し
て
あ
げ
た
鈴
木
監

督
。
山
形
で
監
督
を
務
め
て
い
た
だ

け
あ
っ
て
、
新
潟
に
着
く
と
「
雪

が
少
な
い
」
と
い
う
感
想
を
も
っ
た

そ
う
で
す
。
降
雪
と
い
う
ハ
ン
デ
を

も
つ
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
と
っ

て
は
、
こ
の
上
な
く
頼
も
し
い
指
揮

官
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

昨
年
末
の
12
月
26
日
、
反
町
前
監
督

と
中
野
社
長
が
、
１
年
間
の
戦
績
報
告

と
監
督
退
任
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
に
聖

籠
町
役
場
へ
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

反
町
監
督
は
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ

る
聖
籠
町
の
み
な
さ
ん
が
非
常
に
好
意

的
に
接
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
練
習
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
今
年
Ｊ
１
に
残

留
で
き
た
一
因
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。」
と
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
感

謝
を
口
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

反
町
監
督
は
、
01
年
に
監
督
に
就
任

し
、
03
年
に
は
Ｊ
2
で
優
勝
し
、
Ｊ
1

昇
格
の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
の
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
活
躍
は
町
民

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇
り

と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
５
年
間

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
達
に
大
き
な
感
動
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木
淳 

新
監
督 

就
任

２
０
０
６シ

�
ズ
ン
始
動

新
加
入
選
手
・

　

ス
タ
�
フ
紹
介

新
監
督　

鈴
木
淳

反
町
監
督
来
庁
！

▲トップチームのトレーニング

▲役場であいさつされる
　反町康治前監督
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“ い や ”と言ってい い ん だ よ！
－ ＣＡＰ（暴力防止講習会）開催 －

手作りのアトラクションで楽しみました
－ 活気にあふれる 亀っ子祭り －

初めてのリコーダーで演奏
－ 蓮野小三年生音楽発表 －

山　倉
小学校

“ い や ”と言ってい い ん だ よ！
－ ＣＡＰ（暴力防止講習会）開催 －

　

最
近
子
ど
も
に
か
か
わ
る
事
件
が
起

こ
っ
て
い
る
な
か
、
山
倉
小
学
校
で
は
Ｃ
Ａ

Ｐ
（C

h
ild
 A
ssau
lt P
rev
en
tion

子
ど

も
へ
の
暴
力
防
止
）
の
講
習
会
が
六
年
生

を
対
象
に
ク
ラ
ス
単
位
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
就
学
前
、
小
学
生
、
中
・

高
校
生
対
象
の
三
種
類
あ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
三
名
以
外
の
大
人
は
極
力

中
に
は
入
れ
な
い
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

保
護
者
や
先
生
方
が
周
り
に
い
る
と
、
児

童
た
ち
が
周
り
を
気
に
す
る
こ
と
か
ら
率

直
な
意
見
が
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

趣
旨
は
、
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
暴
力
か

ら
自
分
を
守
り
人
権
意
識
を
高
め
る
人
権

教
育
で
す
。

　

内
容
は
、
ま
ず
自
分
は
大
切
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
生

き
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
も
の
〝
安
心
〞〝
自
信
〞〝
自
由
〞
の

権
利
が
あ
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、
権
利
が
奪
わ
れ
た
と
き
ま
た

は
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
の
方
法
と

し
て
Ｎ
o
！ 

「
い
や
と
言
っ
て
い
い
よ
！
」

Ｇ
o
！ 

「
逃
げ
よ
う
！
」
Ｔ
e
l
l
！
「
誰

か
に
言
お
う
！
」
大
人
で
も
あ
る
よ
う
に
、

嫌
な
こ
と
さ
れ
て
「
嫌
だ
。
や
め
て
！
」

と
言
っ
て
そ
の
こ
と
が
解
決
さ
れ
て
も
切

な
い
気
持
ち
は
残
っ
た
ま
ま
。
そ
れ
を
誰

か
に
話
し
、
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
心
が

落
ち
着
く
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
に
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の

表
現
を
促
し
、
認
め
、
受
け
止
め
て
聴
く

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
い
じ
め
や
虐
待
を
受

け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
話
を
聴
い
て
く

れ
、
信
じ
て
く
れ
る
大
人
の
存
在
が
大
切

で
す
。

　

会
の
な
か
で
は
寸
劇
も
あ
り
ま
す
。
い

じ
め
、
誘
拐
、
性
暴
力
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の

年
齢
に
応
じ
た
寸
劇
で
す
が
、
恐
怖
感
を

与
え
ず
必
ず
最
後
は
ハ
ッ
ピ
ー
に
終
わ
る

と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
性
暴
力
も
女
子
児
童
だ
け
で
な

く
、
男
子
児
童
に
も
多
く
見
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
こ
う
い
っ
た
例
は
男
子
の
場
合
の
方

が
、
相
談
し
づ
ら
い
そ
う
で
す
。
で
す
か

ら
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大

人
た
ち
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
理
解
し
Ｃ

Ａ
Ｐ
で
提
供
さ
れ
た
言
葉
や
概
念
を
使
っ

て
、
日
常
の
中
の
暴
力
に
つ
い
て
子
ど
も
が

安
心
し
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
親
子
は
「
と
っ
て
も
た
め
に

な
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
受
け
て
も
ら

い
た
い
。」
お
子
さ
ん
は
「
分
か
り
や
す
く

て
、
大
変
為
に
な
っ
た
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
は
、
帰
っ
て
き
た
と
き
に
自
分

に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
を
話
す
そ
う

で
す
。
ま
ず
、
そ
の
言
葉
を
じ
っ
く
り
聴

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
の
よ
う
で
す
。

＊ CAP からあなたへ ＊

　せかいじゅうにひとりしかいない　あなたは　

たいせつなひと！　あなたのからだはあなたのも

の　あなたのきもちはあなたのもの　あなたのか

らだときもちをたいせつにしようね。

蓮　野
小学校

初めてのリコーダーで演奏
－ 蓮野小三年生音楽発表 －

　

十
二
月
八
日
、
蓮
野
小
学
校
三
年

生
の
音
楽
発
表
が
同
校
体
育
館
に

て
、
全
校
児
童
を
前
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

三
年
生
は
今
年
か
ら
初
め
て
リ

コ
ー
ダ
ー
に
取
り
組
み
、
こ
の
日
に

向
け
て
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
。
一
曲
目
は
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
」。
澄
ん
だ
笛
の
音
が
響
き
渡
り
、

改
め
て
素
敵
な
曲
だ
な
と
感
じ
さ
せ

ま
す
。
二
曲
目
は
リ
コ
ー
ダ
ー
と
大

太
鼓
、
小
太
鼓
、
グ
ロ
ッ
ケ
ン
な
ど

の
楽
器
と
合
奏
す
る
「
パ
フ
」。

　

何
度
も
練
習
を
重
ね
て
き
た
と

あ
っ
て
息
も
ぴ
っ
た
り
、
大
太
鼓
の

力
強
さ
と
リ
コ
ー
ダ
ー
の
高
音
、
そ

の
他
の
楽
器
の
持
ち
味
も
加
わ
っ

て
、
聴
き
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
は
合
唱
「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
」、

三
年
生
の
み
ん
な
が
好
き
な
曲
だ
そ

う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ひ
た
む
き
に
演
奏

し
た
り
歌
っ
た
り
す
る
姿
に
、
見
学

の
お
う
ち
の
方
々
や
担
任
の
先
生
方

も
感
激
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
三
年

生
が
歌
い
終
え
た
後
続
け
て
全
校
児

童
で
歌
い
、
寒
い
体
育
館
は
元
気
で

さ
わ
や
か
な
歌
声
に
包
ま
れ
、
全
員

拍
手
喝
さ
い
で
し
た
。

　

最
後
に
各
学
年
一
人
ず
つ
感
想
を

聞
く
と
「
色
ん
な
楽
器
を
使
っ
て
と

て
も
上
手
な
演
奏
だ
っ
た
」「
声
が

大
き
く
出
て
い
て
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
褒
め
て
も
ら
い
、
大
成
功
の

音
楽
発
表
で
し
た
。

亀　代
小学校

手作りのアトラクションで楽しみました
－ 活気にあふれる 亀っ子祭り －

　

十
二
月
二
日(

金)

の
小
雨
の
降

る
寒
い
な
か
、
亀
代
小
学
校
で
児
童

会
主
催
の
「
亀
っ
子
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
、
二
年
生
の
パ
レ
ー
ド
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
外
は
寒
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
中
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

三
年
生
か
ら
六
年
生
は
出
店
。
出

店
内
容
は
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー

ル
ド
と
名
づ
け
た
「
サ
ス
ケ
方
式
」

で
色
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
ト

ラ
イ
す
る
体
を
思
い
っ
き
り
使
っ

た
お
店
や
折
り
紙
教
室
、
ヨ
ー
ヨ
ー

な
ど
教
室
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す

お
店
や
、
問
題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー

ル
ま
で
た
ど
り
着
く
迷
路
な
ど
頭

を
使
う
ゲ
ー
ム
等
、
様
々
な
お
店
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
で

は
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、

参
加
し
て
い
る
方
も
出
店
し
て
い

る
方
も
真
剣
。
迷
路
で
は
、
一
人
ひ

と
り
時
間
が
か
か
る
の
で
行
列
が

で
き
て
し
ま
い
。｢

○
○
ち
ゃ
ん
、

ま
だ
並
ん
で
い
る
の
？｣

と
い
う
先

生
の
言
葉
に
も
お
客
さ
ん
で
あ
る

一
年
生
、
二
年
生
や
保
護
者
の
方
々

は
な
ん
の
そ
の
。
三
年
生
の
あ
ど
け

な
い
女
の
子
に
や
り
方
を
聞
く
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
説
明
し

て
く
れ
た
り
、
六
年
生
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
学
年
に
応
じ
て
距
離

の
調
節
を
し
た
り
と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
亀
っ
子
祭
り
は
、
大

成
功
に
終
了
し
ま
し
た
。
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父親の子育てとは…笑顔で　楽しく 思いやり がポイント
　　　　　　 － お父さんのおしゃべり会 －

楽しいね、おやつ作り
－ 亀代こども園聖籠中訪問 －

サンタさんありがとう！
－ 楽しかったね クリスマス会 －

子どもを 思 う 気 持 ちは 同じ！
－ 思いを伝え合うクラス懇談会（ほし組 5 歳児） －

蓮　潟
こども園

子どもを 思 う 気 持 ちは 同じ！
－ 思いを伝え合うクラス懇談会（ほし組 5 歳児） －

　

蓮
潟
こ
ど
も
園
で
は
園
と
家
庭
と

の
つ
な
が
り
を
更
に
深
め
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
新
し
い
試
み
と
し
て
保

育
参
観
の
日
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
変
え

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
行
わ
れ

る
懇
談
会
も
一
時
間
以
上
と
時
間
を

か
け
、
担
任
の
ほ
か
一
名
の
先
生
も

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
加
わ
る
と
い
っ
た

一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
を
取
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
ほ
し
組
の
懇
談
会
テ
ー
マ

は
『
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
子

ど
も
に
…
』
来
年
小
学
校
に
入
学
す

る
園
児
に
対
し
園
や
家
庭
で
今
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
、
先
生
や
保

護
者
が
子
ど
も
に
対
し
て
感
じ
て
い

る
事
、
ま
た
園
へ
の
要
望
な
ど
思
い

思
い
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ペ
ー
ス
な
子
、
几
帳
面
な

子
、
せ
っ
か
ち
な
子
な
ど
な
ど
、
同

じ
五
歳
児
で
も
様
々
で
す
。
自
分
で

行
動
で
き
る
よ
う
に
…
と
は
言
う
も

の
の
、
ど
こ
ま
で
手
を
出
し
て
よ
い

の
か
と
戸
惑
う
の
は
担
任
も
保
護
者

も
同
じ
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
も
つ
保
護
者
か

ら
は ｢

授
業
の
前
後
に
は
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
ら
な
い｣

「
身
の
回
り
の
事

は
自
分
で
」
等
と
『
考
え
て
動
く
事

が
必
要
な
学
校
』
の
実
態
を
あ
り
の

ま
ま
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は

り
今
の
う
ち
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
覚

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う

で
す
。

　

子
ど
も
が
困
り
悩
む
こ
と
も
経
験

の
ひ
と
つ
。
そ
の
た
め
に
は
先
生
も

保
護
者
も
少
し
の
我
慢
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
と
き
お
り
笑
い
声
も
聞
こ
え
る
な

か
、
園
と
家
庭
と
の
協
力
体
制
を
再

確
認
し
た
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

蓮　野
こども園

サンタさんありがとう！
－ 楽しかったね クリスマス会 －

　

蓮
野
こ
ど
も
園
で
は
十
二
月

十
八
日
、
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
内
は
園
児
た

ち
が
作
っ
た
可
愛
い
飾
り
で
彩
ら

れ
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
満
点
で
す
。

　

や
が
て
照
明
が
消
え
、
五
歳
児
の

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
ス
タ
ー

ト
。
ス
テ
ー
ジ
の
周
り
に
美
し
い
光

の
輪
が
広
が
り
心
静
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
後
、
サ
ン
タ
さ
ん
を
待

ち
き
れ
な
い
気
持
ち
を
押
さ
え
な

が
ら
「
あ
わ
て
ん
坊
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
」
を
み
ん
な
で
踊
り
ま
し

た
。

　

次
は
、
以
前
園
で
先
生
を
勤
め
て

お
ら
れ
た
昆
美
和
子
さ
ん
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。「
星
に
願

い
を
」「
き
よ
し
こ
の
夜
」
な
ど
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
五

曲
を
園
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ピ

ア
ノ
の
優
し
い
音
色
を
聴
き
な
が

ら
園
児
た
ち
の
気
持
ち
は
ま
す
ま

す
高
鳴
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
時
間

で
す
。「
サ
ン
タ
さ
〜
ん
！
」
と
精

一
杯
の
声
で
呼
ぶ
と
、
大
き
な
袋
を

担
い
だ
サ
ン
タ
さ
ん
が
ト
ナ
カ
イ

を
連
れ
て
登
場
。
歓
声
が
あ
が
り
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
く
れ
る

サ
ン
タ
さ
ん
に
園
児
は
、「
あ
り
が

と
う
」
と
に
っ
こ
り
。
お
礼
も
き
ち

ん
と
言
え
て
立
派
で
し
た
。

　

今
回
、
サ
ン
タ
さ
ん
を
蓮
野
こ
ど

も
園
に
お
招
き
し
た
の
は
、
聖
籠
町

商
工
会
青
年
部
の
方
々
で
す
。
特
別

に
青
年
部
で
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
サ
ン
タ
さ
ん
に
お
願
い
し
て

園
児
た
ち
へ
渡
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
み
ん
な

の
心
に
残
る
楽
し
く
嬉
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
会
で
し
た
。

亀　代
子ども園

楽しいね、おやつ作り
－ 亀代こども園聖籠中訪問 －

　

十
二
月
七
日
、
亀
代
こ
ど
も
園
年

長
組
が
聖
籠
中
学
を
訪
問
、
三
年
生

と
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

三
年
生
は
計
八
班
に
分
か
れ
、
各

班
そ
れ
ぞ
れ
作
り
た
い
お
や
つ
の
レ

シ
ピ
を
作
成
、
事
前
に
試
作
も
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
一
通
り
要
領
は
得

て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
ク
レ
ー
プ
、
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
、
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
、
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
、
バ
ナ
ナ
入
り
ク
リ
ー
ム

グ
ラ
タ
ン
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
作
り
た
い

お
や
つ
の
班
に
加
わ
り
、
早
速
作
業

開
始
で
す
。

　

手
を
き
ち
ん
と
洗
い
、
エ
プ
ロ
ン

や
バ
ン
ダ
ナ
な
ど
園
児
た
ち
の
身
支

度
を
、
中
学
生
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま

す
。
缶
切
り
や
火
の
扱
い
と
い
っ
た

危
な
い
作
業
は
中
学
生
が
し
た
も
の

の
、
バ
ナ
ナ
を
切
っ
た
り
、
粉
を
混

ぜ
た
り
、
チ
ョ
コ
を
砕
い
た
り
す
る

作
業
は
、
中
学
生
が
見
守
る
な
か
園

児
た
ち
は
し
っ
か
り
こ
な
し
て
い
ま

し
た
。

　

手
際
よ
く
ク
レ
ー
プ
や
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
が
焼
き
あ
が
り
、
生
ク
リ
ー

ム
を
絞
り
フ
ル
ー
ツ
を
盛
っ
て
飾
り

つ
け
す
る
班
、
バ
ナ
ナ
に
チ
ョ
コ
を

ま
ぶ
し
て
仕
上
げ
る
班
、
カ
ッ
プ
に

生
地
を
流
し
込
み
オ
ー
ブ
ン
に
入
れ

る
班
な
ど
、
各
班
予
定
通
り
に
作
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
お
や
つ
は
、
班
毎

に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
試
食
し
ま
し
た
。

「
自
分
で
作
っ
た
の
は
美
味
し
い
」「
上

手
に
出
来
た
」
と
園
児
た
ち
は
に
っ

こ
り
。「
か
わ
い
い
」「
言
う
こ
と
を

聞
い
て
作
業
し
て
く
れ
た
」
と
中
学

生
も
満
足
気
で
す
。
園
児
と
中
学
生

の
交
流
が
図
れ
た
、
よ
い
機
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

聖　籠
こども園

父親の子育てとは…笑顔で　楽しく 思いやり がポイント
　　　　　　 － お父さんのおしゃべり会 －

　

聖
籠
こ
ど
も
園
す
く
す
く
サ
ロ

ン
さ
く
ら
ん
ぼ
で
は
、
子
育
て
に
対

す
る
父
親
の
関
わ
り
方
や
不
安
な

ど
を
話
し
合
う
こ
と
で
少
し
で
も

解
消
し
て
も
ら
お
う
と
十
二
月
二

日
「
お
父
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
が
降

り
寒
い
夜
で
し
た
が
子
育
て
真
最

中
の
お
父
さ
ん
七
名
の
他
、
お
子
さ

ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
や
園
の
先
生

方
も
加
わ
り
に
ぎ
や
か
な
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
聖
籠
こ
ど
も
園
保
護
者
Ｏ

Ｂ
の
稲
垣
武
さ
ん(

次
第
浜)

か
ら

子
育
て
に
つ
い
て
の
辛
さ
や
楽
し

さ
な
ど
核
家
族
・
共
働
き
で
あ
る
ご

自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
の
場
で
は
「
妻
と
話
を

す
る
時
間
を
も
つ
。」「
短
時
間
で
も

子
ど
も
と
触
れ
合
う
。」「
時
々
子
ど

も
抜
き
で
外
出
さ
せ
て
の
ん
び
り

し
て
も
ら
う
。」
な
ど
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
ど
う
や
ら
奥
様
に
対
す
る
思

い
や
り
が
一
番
大
切
の
よ
う
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
高
橋
和
幸
さ
ん(

ひ

ば
り
が
丘)

は
「
今
回
様
々
な
方
の

体
験
談
を
聞
い
て
、
も
う
少
し
積
極

的
に
手
伝
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気

に
な
り
ま
し
た
。
次
は
夫
婦
で
話
を

聞
き
た
い
で
す
。」
と
子
育
て
に
対

す
る
考
え
も
少
し
前
進
し
た
様
子

で
し
た
。

　

子
育
て
の
環
境
が
今
と
昔
で
は

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
が

現
状
で
す
。
子
育
て
の
経
験
が
浅
く

不
安
な
親
た
ち
に
対
し
て
、
経
験
豊

富
な
園
の
先
生
や
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
、
聖
籠
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
支
え
て
く
れ
る
情
報
発
信
源
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
す

く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
で
も
、

い
つ
で
も
相
談
に
の
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

聖籠こども園保護者ＯＢ
稲垣　武さんをむかえて
聖籠こども園保護者ＯＢ
稲垣　武さんをむかえて
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真心いっぱいの食事会でした
－ ふれあい昼食会開催 －

図書館ネットｉせいろう企画第４弾ふれあいバスツアー

柏崎ソフィアセンターと
西川図書館見学

図書館の楽しさを知ってもらいたい
－ ふれあいバスツアー　図書館見学 －

いつまでも元気に若々しく
－ 老人クラブいきいき元気体験 体力測定会 －

　

十
二
月
六
日(

火)

に
聖
籠

町
赤
十
字
奉
仕
団
主
催
の
ふ
れ

合
い
昼
食
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
年
に
二
回
開
か

れ
て
い
て
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
方
々
を
招
待
し
食
事
会

を
開
き
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
い

う
趣
旨
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

会
は
、
奉
仕
団
の
委
員
長
吉

田
さ
ん
か
ら
の
「
元
気
で
皆
さ

ん
と
お
会
い
で
き
る
の
が
な
に

よ
り
嬉
し
い
。
最
近
は
、
悲
し

い
出
来
事
ば
か
り
で
心
を
痛
め

て
い
る
。
比
較
的
時
間
の
あ
る

私
た
ち
が
近
所
の
目
に
付
く
こ

と
に
注
意
を
は
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
元
気

で
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

食
事
は
、
奉
仕
団
の
方
々

十
二
名
が
前
日
か
ら
下
ご
し
ら

え
を
し
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

献
立
は
、
ご
は
ん
、
が
ら
汁
、

鮭
の
塩
焼
き
、
の
っ
ぺ
、
茶
碗

蒸
し
、
な
ま
す
、
つ
け
も
の
で

し
た
。
鮭
の
塩
焼
き
で
と
っ
た

が
ら
汁
の
味
は
と
て
も
上
品
で

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
四
十
人
近
く
の

高
齢
者
の
方
々
が
集
ま
り
思
い

思
い
に
楽
し
そ
う
に
お
話
を
し

な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。
食
事
中
に
は
、
大

正
琴
の
生
演
奏
や
、
蓮
潟
の
四

名
の
方
々
が
ひ
ょ
っ
と
こ
、
お

福
さ
ん
、
恵
比
寿
様
、
お
か
め

に
変
装
し
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

踊
り
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
参
加
者
の
方
の
あ
い

さ
つ
で
「
一
人
暮
ら
し
と
い
う

こ
と
で
、
食
事
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
栄
養
が
偏
っ
て
い
る
な

か
、
こ
の
よ
う
な
会
の
催
し
に

感
謝
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

と
主
催
者
と
参
加
者
の
心
が
通

じ
合
う
素
敵
な
ひ
と
時
で
し

た
。

◎
赤
十
字
奉
仕
団
と
は
◎

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字

の
人
道
博
愛
の
精
神
の
も
と

に
、
赤
十
字
の
使
命
と
す
る
人

道
的
な
諸
活
動
を
実
践
し
よ
う

と
す
る
住
民
が
集
ま
っ
て
結

成
さ
れ
た
全
国
組
織
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
活
動
の
内

容
は
、
災
害
救
援
活
動
と
地
域

福
祉
活
動
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

真心いっぱいの食事会でした
－ ふれあい昼食会開催 －

赤十字
奉仕団

▲おいしそうな献立 ▲前日の準備作業 ▲大正琴を聞きながら昼食

　

十
二
月
十
四
日
町
民
会
館
体
育
館
に
て
「
い

き
い
き
元
気
体
験(

健
康
教
室)

」
と
題
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
体
力
測
定
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
亀
代
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
方
々
で
す
。
二
〇
〇
五
年
老
人
ク
ラ

ブ
最
後
の
行
事
と
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
が

出
席
、
体
力
測
定
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

準
備
体
操
の
後
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
開

脚
片
足
立
ち
、
長
座
体
前
屈
、
十
メ
ー
ト
ル
障

害
物
歩
行
な
ど
の
種
目
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

測
定
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

上
体
起
こ
し
や
長
座
体
前
屈
な
ど
難
し
い
種
目

に
も
皆
さ
ん
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

な
か
に
は
上
体
起
こ
し
を
軽
々
と
こ
な
し
た

り
し
て
、
長
座
体
前
屈
で
は
体
の
柔
ら
さ
が
見

て
取
れ
る
な
ど
、
年
齢
以
上
の
体
力
を
お
持
ち

の
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

若
い
世
代
の
一
人
と
し
て
、
日
々
の
体
力
不

足
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
は

や
は
り
元
気
で
健
康
が
一
番
。
寒
く
て
も
積
極

的
に
体
を
動
か
し
、
体
力
づ
く
り
に
努
め
た
い

も
の
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

いつまでも元気に若々しく
－ 老人クラブいきいき元気体験 体力測定会 －

老人クラブ
連　合　会

図書館の楽しさを知ってもらいたい
－ ふれあいバスツアー　図書館見学 －

図書館ネット
ｉせいろう

　

「
図
書
館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ

う
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

聖
籠
町
の
図
書
館
の
未
来
を

考
え
る
「
図
書
館
環
境
整
備
委

員
会
」
解
散
後
、
有
志
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
「
生
活
や
地
域

に
密
着
し
た
図
書
館
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
今
年
か
ら
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
、
現
在
図
書
館

や
本
に
関
す
る
独
自
の
活
動
を

展
開
中
で
す
。

　

七
月
に
は
「
本
と
趣
味
の
素

敵
な
出
会
い
」
と
題
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
十
二
月
は
「
赤
い
ふ
う

せ
ん
」
の
み
な
さ
ん
と
共
同
で

「
大
人
の
た
め
の
お
話
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
年
四
回
季
刊
情
報

紙
「
未
来
ぶ
ら
り
〜
図
書
館
へ

行
こ
う
！
」
を
発
行
す
る
予
定

で
す
。（
七
月
と
十
月
は
既
刊
）

　

今
回
柏
崎
市
と
旧
西
川
町
の

図
書
館
見
学
の
旅
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
企
画
、
事
務

局
の
加
藤
智
子
さ
ん
（
蓮
野
）

か
ら
ツ
ア
ー
の
感
想
や
「
図
書

館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ
う
」
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
七
日(

水)

に
新
潟
県
内

で
評
判
の
良
い
柏
崎
市
立
図
書
館
（
愛
称
・

ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
と
開
館
し
た
ば
か

り
の
新
潟
市
立
西
川
図
書
館
（
旧
西
川
町
）

を
一
般
参
加
の
町
民
と
共
に
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
充
実

し
た
楽
し
い
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
図
書
館
も
館
長
さ
ん
が
概
略

や
施
設
案
内
を
丁
寧
に
し
て
く
だ
さ
り
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の

ま
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
を

提
供
で
き
る
様
々
な
工
夫
や
、
情
報
が
多

く
発
信
さ
れ
て
い
て
「
行
っ
て
見
た
い
！
」

と
感
じ
さ
せ
る
魅
力
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
二
つ
の
図
書
館
を
見
学
し
て
、
そ
の

地
域
の
歴
史
と
現い

ま在
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
行
政
の
教
育
に
対
す
る
働
き
や
、

図
書
館
職
員
と
利
用
者
の
熱
い
想
い
、
読

み
聞
か
せ
等
の
熱
心
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
図
書
館
を
取
り
ま
く
環
境
は
関

わ
る
人
々
の
力
に
よ
っ
て
良
い
方
向
に
向

か
っ
て
行
く
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
町
の
図
書
館
に
も
町
な
ら
で

は
の
資
料
や
多
く
の
本
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
素
敵
な
一
冊
に
出
会
え
た
時
は

楽
し
み
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
き
っ
と
い

い
気
分
に
な
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
図
書

館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ
う
で
は
、
今
後
も
図

書
館
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

図書館ネットｉせいろう企画第４弾ふれあいバスツアー

柏崎ソフィアセンターと
西川図書館見学

▲ 事務局の加藤さん（左）

▲ 柏崎市立図書館（ソフィアセンター）

▲ 新潟市立西川図書館

▲ 新潟市立西川図書館
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新
発
田
市
出
身
の
齋
藤
さ
ん
は
、

3
歳
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
7
か
月
の
孝

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す
。
早
速
育

児
の
心
配
や
悩
み
を
お
聞
き
す
る
と

「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
即
座
に
返

事
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

　

何
も
か
も
初
め
て
だ
っ
た
一
人
目

の
お
子
さ
ん
の
育
児
と
比
べ
る
と
、

経
験
を
積
ん
だ
分
だ
け
現
在
の
子
育

て
を
楽
し
む
心
の
余
裕
が
あ
る
よ
う

で
す
。「
夜
起
こ
さ
れ
る
の
が
辛
い

か
な
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
も
の
の
「
そ

れ
も
楽
し
い
で
す
。」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

ま
す
ま
す
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

お
母
さ
ん
の
両
手
を
つ
か
み
な
が

ら
立
ち
上
が
り
、
イ
ッ
チ
ニ
・
イ
ッ

チ
ニ
と
足
の
屈
伸
運
動
を
す
る
孝

ち
ゃ
ん
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
笑

顔
。
人
見
知
り
も
少
な
く
誰
に
で
も

可
愛
い
お
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
ハ
イ
は
ま
だ
で
す
が
、
腹
ば

い
に
な
る
と
お
尻
を
上
下
に
動
か
し

今
に
も
前
に
進
み
そ
う
な
勢
い
が
あ

り
ま
す
。
今
一
番
好
き
な
遊
び
は
、

お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
。
特
に
大

き
な
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
お
気
に
入
り

で
、
手
を
伸
ば
し
て
し
っ
か
り
と
つ

か
み
動
か
す
楽
し
み
を
覚
え
た
そ
う

で
す
。

　

食
の
面
で
は
好
き
嫌
い
な
く
離
乳

食
も
よ
く
食
べ
る
そ
う
で
す
が
、
特

に
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
果
物
が
大
好
き
と

の
こ
と
。
最
近
は
口
の
中
が
気
に
な

る
の
か
、
目
に
つ
く
も
の
手
に
届
く

も
の
な
ど
何
で
も
口
に
入
れ
も
ぐ
も

ぐ
す
る
〝
歯
が
た
め
〞
の
仕
草
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
歯
が
生
え
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。
食
べ
物
の
硬
さ
や
量
な
ど
、
お

食
事
タ
イ
ム
は
着
実
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
そ
う
で
す
。

　

「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
お
外
が
大
好
き
。

お
天
気
の
良
い
日
は
で
き
る
だ
け
子

ど
も
を
外
で
遊
ば
せ
て
い
ま
す
。
聖

籠
町
に
は
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
嬉
し
い
の
で
す

が
、
乳
幼
児
も
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と

の
で
き
る
公
園
が
あ
る
と
も
っ
と
い

い
で
す
ね
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
齋
藤

さ
ん
。
雪
が
溶
け
る
頃
に
は
孝
ち
ゃ

ん
も
加
わ
り
、
お
外
遊
び
も
賑
や
か

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　

お
忙
し
い
な
か
、
快
く
取
材
に
応

じ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

12 月の

乳児健診から

この写真は保健福
祉センターで行わ
れる乳児健診会場
で撮影しています。

  元気に育ってね！

齋
藤　

睦む
つ

子こ

さ
ん

（
蓮
潟
）

松尾　優
ゆ

衣
い

ちゃん
3か月児

鈴木　大
たい

楽
ら

ちゃん
3か月児

天野　　櫂
かい

ちゃん
3か月児

坂上　里
り

咲
さ

ちゃん
4か月児

細貝　夏
なつ

希
き

ちゃん
3か月児

ー
12
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
ー

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
!

渡辺　悠
ゆう

生
き

ちゃん
3か月児

佐藤　祐
たす

玖
く

ちゃん
3か月児

渡辺　生
いく

琉
る

ちゃん
3か月児

渡辺　透
とう

也
や

ちゃん
3か月児

堀　　由
ゆう

樹
き

ちゃん
3か月児

小林　華
か

奈
な

ちゃん
3か月児

田中　瞭
りょう

成
せい

ちゃん
3か月児

魚野　星
せい

花
か

ちゃん
3か月児

長谷部夏
か

帆
ほ

ちゃん
3か月児

平野　瑛
えい

大
た

ちゃん
3か月児

高橋　美
み

鈴
すず

ちゃん
3か月児

孝こ
う

ち
ゃ
ん

（
７
か
月
児
）

｢ 海の仲間たち ｣ ～本当に泳いでいるみたい～

宮沢　涼さん　7歳

まこどんさん　8歳渡辺　誠子さん　11 歳 スポンジボブさん　11歳

うめさん　11 歳がくえんアリス☆さん　12 歳たまごっちさん　11 歳 デブコさん　13 歳

キティ©さん　9歳

 投稿するとき
は濃い鉛筆かペ
ンで書いてくださ

い。（薄いものは掲載
できません）

　名前は必ず書いてくだ
さい。
（ペンネーム希望の場合は
名前の横にペンネーム『○
○○』と書いてください）

蓮潟こども園卒園記念作品

　

蓮
潟
こ
ど
も
園
、
年
長
組
さ
ん
の

思
い
出
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
〝
画

用
紙
〞
を
ち
ぎ
っ
て
付
け
た
貼
り
絵

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、

海
を
テ
ー
マ
と
し
、
夏
祭
り
に
参
加

し
た
り
、
運
動
会
で
は
〝
エ
ビ
と
カ

ニ
〞
の
お
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
り
し

た
思
い
出
を
『
海
の
仲
間
た
ち
』
と

し
て
残
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

一
区
画
ず
つ
親
子
で
作
り
、

五
十
一
組
の
作
品
が
一
つ
の
絵
に
な

り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
方
が
中
心
と

な
り
貼
り
絵
の
下
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
画
用
紙
へ
行
き
つ
く
ま

で
に
色
紙
や
和
紙
な
ど
た
く
さ
ん
の

種
類
の
紙
を
ち
ぎ
っ
て
試
行
錯
誤
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
、
お
母
さ

ん
方
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
す

ば
ら
し
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
で
ま
る
で
水
族
館
に
来

た
よ
う
な
こ
の
作
品
、
蓮
潟
こ
ど
も

園
に
い
つ
ま
で
も
飾
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

海
を
テ
�
マ
に
し
た

貼
り
絵
が
完
成

し
ま
し
た

岩中　潤さん　13 歳
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今
月
は
、
次
第
浜
に
お
住
ま
い
の
佐

藤
聡
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
小
学
校
2
年
生
の
男
の

子
と
６
年
生
の
女
の
子
の
お
母
さ
ん

で
、
陶
芸
を
趣
味
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
手
が
離
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
陶

芸
、版
画
、切
り
絵
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
現
実
に
。
陶
芸
を
習
い

始
め
て
丸
三
年
！
切
り
絵
は
、
陶
芸
と

同
時
期
に
自
宅
で
自
己
流
に
楽
し
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

陶
芸
作
品
の
第
一
印
象
は
陶
器
と
い

う
よ
り
芸
術
と
い
う
印
象
。
作
品
の
模

様
が
何
と
も
芸
術
的
な
の
で
す
。「
こ

れ
ら
の
作
品
の
絵
は
、
考
え
て
か
ら
描

く
の
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
「
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
子
ど
も
が
画
く

絵
は
何
も
考
え
ず
、
○
を
描
く
う
ち
に

絵
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
参
考
に
し
た

ら
、
考
え
て
描
く
よ
り
好
き
な
作
品
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
に
出
て
く
る
美
し
い
女
性
を
見

て
、
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
？
伺
う
と

「
特
に
、
誰
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
け

れ
ど
自
分
な
の
か
な
？
」
と
。
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
図
工
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
で
は
頭
の
中
は
芸
術
で
い
っ

ぱ
い
。
夢
は
、
大
き
な
お
皿
に
絵
が
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
お
皿
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
写
真
に
撮
り
、
大
好
き
な

文
作
り
も
あ
わ
せ
て
絵
本
を
作
る
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
発
想
も
普
通
は

浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
ら
れ
て
い
る

の
で
自
宅
で
使
う
お
皿
な
ど
は
自
作
の

も
の
だ
け
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、

「
使
う
た
め
に
は
作
り
ま
せ
ん
！
」
と
。

作
品
を
見
て
〝
な
る
ほ
ど
〞
と
納
得
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
亀
田
で
作

品
展
を
行
い
ま
し
た
が
、
佐
藤
さ
ん
の

お
茶
目
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
柄
か
ら

か
、
宮
城
県
か
ら
も
お
友
達
が
作
品
展

を
見
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
作
品

展
は
大
成
功
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
自

由
に
作
っ
て
い
る
と
き
と
違
い
〝
み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
作
品
に
し
な

い
と
〞
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
苦
し

い
と
き
も
あ
っ
た
と
か
。

　

昨
年
の
8
月
に
は
、
旦
那
様
の
す
す

め
も
あ
り
お
家
に
窯
を
作
っ
た
そ
う
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
驚
か
せ
る
よ

う
な
作
品
を
た
く
さ
ん
そ
の
窯
で
焼
い

て
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

佐藤　聡
さと

子
こ

さん （次第浜）

▲ 切り絵『ど女王』 ▲ 作品展会場

▲ 絵皿『風穴の実』 ▲ フリーカップ『Chips』 ▲ 陶箱『満ち潮』

自由な発想で陶芸製作
サトウ サトコさんの世界

趣味の
広場

▲ 陶板画『ゴロリ』（左）  『スキップ』（右）


